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　｢広報うつのみや｣（昭和25年4月1日発刊）の中から、
昭和を感じさせる懐かしい記事をご紹介します。（ ）

暮らしと交通のいい関係暮らしと交通のいい関係
Ｌ Ｒ Ｔ

◎9月21日（第3日曜日）は「家庭の日」　未来を担う宮っ子が、心身ともに健やかに成長できるよう、「ふ
れあいのある家庭づくり」に取り組む日です。9月は「家庭の日」のほかに、「敬老の日」が第3月曜日にやっ
てきます。今月は、おじいちゃんやおばあちゃんと一緒に過ごす月として、家族計画を立ててみてはいかが
でしょうか。家族で旅行に出掛けたり、レストランで食事をするなど、楽しそうな計画がたくさん思い浮かび
ますね。この機会に家族の絆を深めましょう。問子ども未来課☎(632)2944
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　全国都道府県対抗自転車競技大会ロードレースは、

8月26日、宇都宮市を発着点として、午前6時から10

時まで河内町、上河内村、塩谷町、矢板市、塩原町、

藤原町、今市市にまたがる約150キロメートルのコー

スで行われます。

　当日は、交通規制が行われますので、できるだけコ

ースを避けるか、時間をずらすなどして、交通混雑の

防止にご協力ください。

　また、沿道の皆さんは、道路に飛び出したり、犬、

猫、にわとりなどが道路に出たりしないよう、注意し

てください（原文のまま）。

車両通行止めなど交通規制を実施
（広報うつのみや昭和54年8月10日号）

自転車のロードレース

（一口メモ）　全国都道府県対抗自転車競技大会
ロードレースは、日本自転車競技連盟などが主
催する大会で、毎年、夏の国体のリハーサル大
会として開催されるものです。記事の翌年（昭
和55年）に開催された「栃の葉国体」のリハー
サル大会として実施されました。

本市が目指す駅東側における
公共交通ネットワークのイメージ

　オープンハウスなどのＬＲＴの市民説明で寄せられた主
な質問・疑問のうち、今回は、ＬＲＴの整備と合わせたＪＲ宇
都宮駅東側の公共交通ネットワークについて紹介します。

QＬＲＴの整備に合わせて、駅東側においてどのような
公共交通ネットワークをつくっていくのか？
AＬＲＴやバス、地域内交通、自転車、自動車が相互に連
携した、利便性の高い公共交通ネットワークの整備を
目指します。

質問

答え

■駅東側における公共交通ネット
ワーク形成の考え方
①東西方向の基幹公共交通として
ＬＲＴを整備するとともに、国道１２
３号や越戸通りのバス路線は、幹
線バス路線として確保し、さらに、
支線バスの充実を目指します。
②ＬＲＴやバス、地域内交通、自転
車、自動車が円滑に乗り継ぐこと
ができるよう、乗り継ぎ拠点を整
備し、公共交通が利用できる地
域の拡大を目指します。
③公共交通相互の乗り継ぎがしや
すくなるようＩＣカードや乗り継ぎ
割引制度の導入を目指します。
問LRT整備推進室☎(632)2304
　交通政策課☎(632)2134
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▽市スポーツ振
興財団では、各種
スポーツ教室などを
通して皆さんの健康づく
りをサポートしています。詳
しくは、18ページ他をご覧
ください。

　忍者食丸くんが、みんなが楽しく元気
に暮らせるための「食」や「運動」を紹介
します。

　忍者食丸くんが、みんなが楽しく元気
に暮らせるための「食」や「運動」を紹介
します。

材料（5人分×2種類） 作り方
1ニンジンはすりおろす。ホウレンソウは茹でてから、軽く水気を
取って、すり鉢ですりつぶしてペースト状にする。
2小麦粉、粉チーズ、塩をよく混ぜ合わせ半分に分ける。片方にニンジ
ン、乾燥パセリ、無塩バターを、もう一方にホウレンソウ、水、無塩バター
を入れ、生地になじむように混ぜ合わせる。
3それぞれの生地を3ミリメートルぐらいの厚さに伸ばし、スティック状(
縦15センチメートル・幅3ミリメートルが目安)になるように切り分ける。
4180度に予熱したオーブンで、12分程度焼く。

　「ベジタブルスティック」は、平成25年度の「給食メニューコンテスト」（※）で最優
秀賞をいただいたメニューです。
　ニンジンやホウレンソウの匂いが苦手な子どもも食べられるように、粉チーズを
使いました。また、ニンジンやホウレンソウのきれいな色がそのまま出るように、す
りつぶして生地に練り込むことで、見た目もカラフルになり、楽しく食べられます。
　スティック状にしたことで、持ちやすく、ポリポリとした食感も楽しめる、不動前保
育園の子どもたちに人気のおやつです。ぜひ、作ってみてください。
※子どもの健全な発育や将来の生活習慣病を予防するため、幼児期から野菜を
食べる習慣を身に付けることができるよう、市内の保育園や幼稚園などを対象に
実施した、野菜を使った給食メニューのコンテスト。

子どもたちが苦手な野菜も楽しく食べられるように
 （関根美公さん）
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食丸くん指南書

▽小麦粉　240グラム
▽粉チーズ　30グラム　▽塩　3グラム　
▽無塩バター　20グラム×2
▽ニンジン　80グラム
▽ホウレンソウ　20グラム
▽乾燥パセリ　少々　▽水　大さじ1程度

◎「食丸くん指南書」は、動画でもご覧いただけます。詳しくは、市ホームページをご覧
ください。
◎映写機マークのある写真に、アプリをダウンロードしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットをかざすと、9月上
旬から、AR(拡張現実)で動画をご覧いただけます。設定方法など、詳しくは、市ホームページをご覧ください。

今回は、この体操の中でも特徴のある
動きの一部をご紹介します。

　
　普段忙しいお父さん・お母さんに、少しでも
運動する時間を作ってもらえたらと思い考え
た、親子でできる体操です。
　リズムに合わせて動くことでストレス発散に
なり、知らず知らずのうちにインナーマッスル
が鍛えられます。ぜひ、試してみてください。

親子でできる「リズム体操」

1背筋を伸ば
して、お尻を
真っすぐ下げ
る。

2膝をへそまで上げ
て、肩の高さで肘を
伸ばして止める。

1お尻で前後
に歩く。

2両足を上げて、バランスをとり
ながら、腰を左右にひねる。

3肩甲骨を意識して、腰が反
らないように上体を起こす。

上半身

下半身

「親子deスポーツ教
室」

講師
鈴木美恵子さん

デ
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メニューを考えた
不動前保育園の栄養士
米川智美さん(左)、
　　関根美公さん(右)


